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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

仲間の健康 仕事 生活を守り抜こう仲間の健康 仕事 生活を守り抜こう
第57回

定期大会

地元議員へ直接要請地元議員へ直接要請
３年ぶり決起大会３年ぶり決起大会

一
万
三
千
人
組
織
へ

一
万
三
千
人
組
織
へ

　
　
更
な
る
発
展
を

　
　
更
な
る
発
展
を

代議員・役員・来賓など総勢166人が参加（６/26 KAMEFUKU ON PLACE）

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染

症
防
止
対
策
と
し
て
、
開

催
時
間
の
短
縮
、
会
場
入

り
口
で
検
温
・
消
毒
・
マ

ス
ク
の
着
用
を
行
い
、
感

染
予
防
に
配
慮
し
た
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
開
会
。
議

長
団
に
亀
田
智
晴
さ
ん

（
豊
浦
）、
村
田
保
さ
ん（
長

門
）
を
選
出
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
吉
村
執
行
委
員
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
社
会

の
様
子
が
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
感

染
の
減
少
傾
向
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
人
数
の
緩

和
な
ど
明
る
い
兆
し
も
見

え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
の
時
間
短

縮
の
た
め
に
も
、
今
日
の

状
況
を
御
理
解
の
う
え
、

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

そ
の
後
の
来
賓
あ
い
さ

つ
で
は
、
勝
野
圭
司
・
全

建
総
連
書
記
長
、
岩
舘
高

志
・
中
建
国
保
常
務
理
事
、

山
口
県
議
会
を
代
表
し
て

柳
居
俊
学
県
議
会
議
長
、

阿
達
雅
志
・
参
院
選
候
補

者（
当
時
）か
ら
激
励
の
言

葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
成
立
宣
言
の
後
、

令
和
３
年
度
一
般
経
過
報

告
・
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
質
疑
応

答
に
入
り
ま
し
た
。
事
前

質
問
の
あ
っ
た
組
織
内
共

済
の
給
付
に
つ
い
て
、
大

会
後
の
執
行
委
員
会
で
改

め
て
協
議
す
る
と
の
執
行

部
か
ら
の
回
答
の
後
、
拍

手
で
経
過
・
会
計
報
告
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
令
和

４
年
度
運
動
方
針
案
と
予

算
案
を
一
括
提
案
。
大
き

な
拍
手
で
運
動
方
針
と
予

算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
個
人
表
彰
と

組
織
拡
大
支
部
へ
の
表
彰

が
あ
り
、
大
会
宣
言
並
び

に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
が
行
わ
れ
、
最
後
に
全

建
総
連
・
勝
野
書
記
長
の

音
頭
の
も
と
、
全
員
で
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
閉

会
し
ま
し
た
。

　

１
万
３
千
人
組
織
を
目

指
し
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確

認
し
、
更
な
る
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
（
祝
電
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
２
面
に
記

載
）。

個
人
表
彰

山
本
英
治（
岩
国
）末
広

武
夫
（
宇
部
）
青
木
保

（
小
野
田
）山
﨑
皓
生（
吉

南
）
藤
田
裕
政
（
長
門
）

林
主
行（
美
祢
）

支
部
表
彰

◆
組
織
拡
大
数

下
松
支
部
・
岩
国
支
部
・

山
口
支
部

◆
組
織
拡
大
率

長
門
支
部
・
豊
浦
支
部
・

徳
山
支
部

書
記
／
山
本
晋
也（
萩
）

岩
神
幸
二（
光
）福
田
育

子（
本
部
）

議
事
録
署
名
人
／
竹
本

登
（
小
野
田
）
白
神
純

（
吉
南
）

資
格
審
査
委
員
／
岡
義

智
（
阿
東
）
宮
本
豊
久

（
岩
国
）
松
本
新
一
（
宇

部
）
藤
林
賢
悟
（
防
府
）

藤
井
正
樹（
美
祢
）伊
藤

弘
之（
山
口
）白
坂
雅
実

（
柳
井
）

大
会
諸
役
員

議
長
／
亀
田
智
晴
（
豊

浦
）村
田
保（
長
門
）

議長を務めた亀田さん（左）と村田さん
　
「
全
建
総
連　

賃
金
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央
総

決
起
大
会
」が
６
月
29
日
、
東
京
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
中
央
総
決
起
大
会
は
３
年
ぶ
り
で
、

規
模
を
縮
小
し
た
も
の
と
な
り
、
デ
モ
行
進
も
行
わ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
48
県
連
・
組
合
か
ら
、
１
７
４
６

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

決
起
大
会
は
12
時
30
分
開
会
。
各
政
党
か
ら
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
各
省
庁
交
渉
、
仲
間
の
決
意
表
明
、
決
議
採
択

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
吉
村
委
員
長
を
は
じ
め
代
表
６
人
が

参
加
。
猛
暑
の
中
、
全
国
の
仲
間
と
来
年
度
の
予
算
確
保

に
向
け
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
山
口
の
代
表
６
人
は
、
中
央
総
決
起
大
会

前
の
午
前
中
、高
村
正
大
・
衆
議
院
の
国
会
事
務
所
を
訪
問
。

直
接
、「
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を
求
め
る
要
請
書
」を

手
渡
し
、
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

議員会館で高村さん（中央）に要請書を手渡す

執
行
委
員
長

　

吉
村　
　

修（
宇　

部
）

副
執
行
委
員
長

　

今
地
幾
太
郎（
下　

松
）

　

山
田　

好
男（
吉　

南
）

　

荒
木　

泰
司（
下　

関
）

書
記
長

　

小
林　

和
弘（
山　

口
）

会
　
計

　

来
島　

正
利（　

萩　

）

会
計
監
査

　

河
嶋　

健
司（
吉　

南
）

　

河
野　

雅
次（
長　

門
）

　

伊
藤
幸
太
郎（
徳　

山
）

組
織
対
策
部

◎
内
山　

秋
久（
山　

口
）

○
中
野　

和
博（
宇　

部
）

　

中
村　

孝
之（
下　

関
）

　

上
田　
　

司（
岩　

国
）

社
保
対
部

◎
藤
井　

洋
巳（
熊
毛
南
）

○
齊
藤　

博
行（
小
野
田
）

　

松
永　

裕
治（
岩　

国
）

　

宮
脇　

光
義（　

萩　

）

賃
金
対
策
部

◎
久
保
登
志
正（
徳　

山
）

○
為
栗　

正
美（
山　

口
）

　

長
井　

悦
則（
宇　

部
）

　

橋
本　

信
康（
下　

松
）

技
術
対
策
部

◎
𦿷　
　

祐
輔（
豊　

浦
）

○
村
岡　
　

進（
長　

門
）

　

山
内　
　

亮（
岩　

国
）

　

徳
原　

栄
治（
徳　

山
）

教
育
宣
伝
部

◎
原
田　

広
人（
吉　

南
）

○
熊
谷　

龍
夫（
山　

口
）

　

酒
井　

秀
昭（
小
野
田
）

　

藤
井　

龍
夫（
下　

松
）

　

金
子　

浩
一（
下　

関
）

税
金
対
策
部

◎
近
崎　

秀
幸（　

光　

）

○
中
村　

廣
昭（
防　

府
）

　

浜
下　

照
文（
下　

松
）

　

瀧
口　
　

治（
美　

祢
）

住
宅
対
策
部

◎
曽
我　
　

隆（
防　

府
）

○
山
本　

克
巳（
阿　

東
）

　

橋
本　

晴
夫（
宇　

部
）

　

北
乘　
　

誠（
吉　

南
）

　

穴
見　

泰
夫（
下　

関
）

労
働
対
策
部

◎
佐
々
木
浩
之（
柳　

井
）

○
福
田　

雅
文（
宇　

部
）

　

小
池　

延
幸（
岩　

国
）

　

和
田
比
呂
史（
吉　

南
）

青
年
部

◎
折
口　

大
介（
阿　

東
）

◎
は
部
長
、
○
は
副
部
長

令
和
４
年
度
役
員

　
「
９
年
連
続
で
組
織
拡
大
達
成
。
更
な
る
拡
大
で
、
仲
間
の

健
康
と
仕
事
と
生
活
を
守
り
抜
こ
う
」。
建
設
山
口
は
第
57
回

定
期
大
会
を
６
月
26
日
、山
口
市
「
K
A
M
E
F
U
K
U
O
N 

P
L
A
C
E
」
で
開
催
。
代
議
員
１
０
９
人
、
役
員
43
人
、

来
賓
５
人
な
ど
が
参
加
し
、
令
和
３
年
度
の
総
括
と

１
万
３
千
人
組
織
を
目
指
す
こ
と
を
柱
と
し
た
令
和
４
年
度

運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
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令和４年度令和４年度
事業計画を決定事業計画を決定

三団体総会三団体総会

組
織
拡
大
に
協
力

　

６
月
７
日
、「
や
ま
ぐ
ち

建
設
産
業
魅
力
発
見
フ
ェ

ア
」
が
山
口
市
阿
知
須
の

や
ま
ぐ
ち
富
士
商
ド
ー
ム

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
高
校

生
に
技
術
・
技
能
体
験
や

県
内
企
業
紹
介
等
を
通
し

て
、
建
設
産
業
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
県
内
の
７
つ
の

高
校
か
ら
約
２
４
０
人
の

生
徒
が
参
加
し
、
技
能
体

験
エ
リ
ア
と
建
設
企
業
交

流
エ
リ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ー
ス
を
１
日
か
け
て
回

り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
は
、（
一
社
）

山
口
県
住
宅
建
設
協
会
と

し
て
技
術
・
技
能
体
験
エ

リ
ア
に
指
導
員
９
人
で
出

展
し
、「
木
組
み
体
験
」「
カ

ン
ナ
削
り
体
験
」
に
加
え
、

「
仕
口
・
継
ぎ
手
の
展
示
」

も
行
い
、
大
工
職
の
魅
力

を
伝
え
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
参
加

し
た
生
徒
も
多
く
、「
木
組

み
体
験
」
は
時
間
が
足
ら

な
く
な
る
程
の
人
気
ぶ
り

で
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
に

参
加
し
た
生
徒
が
一
人
で

も
多
く
建
設
業
の
担
い
手

と
な
る
こ
と
を
指
導
員
一

同
で
願
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
1
日
、
青
年
部
は

12
支
部
21
人
の
参
加
の
も

と
、
第
53
回
定
期
大
会
を

建
設
山
口
本
部
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

ス
ー
ツ
着
用
の
う
え
、

感
染
症
予
防
に
配
慮
し
て

臨
み
、
令
和
４
年
度
の
運

動
方
針
と
要
求
予
算
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
全
国
の
仲
間

木組み体験

新たに５人が入校
〜山口建設高等職業訓練校〜

最後はガンバロー三唱

【
議
員
関
係
】

衆
議
院
議
員　

安
倍
晋
三

衆
議
院
議
員　

岸
信
夫

衆
議
院
議
員　

高
村
正
大

衆
議
院
議
員　

林
芳
正

衆
議
院
議
員　

平
林
晃

参
議
院
議
員　

江
島
潔

参
議
院
議
員　

北
村
経
夫

県
議
会
議
員　

島
田
教
明

県
議
会
議
員　

新
谷
和
彦

県
議
会
議
員　

守
田
宗
治

県
議
会
議
員　

吉
田
充
宏

県
議
会
議
員　

江
本
郁
夫

県
議
会
議
員　
小
田
村
克
彦

【
山
口
県
】

山
口
県
知
事　

村
岡
嗣
政

山
口
市
長　
　

伊
藤
和
貴

山
口
県
土
木
建
築
部
監
理
課

【
関
係
団
体
】

山
口
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

山
口
推
進
本
部

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

山
口
県
連
合
会

【
全
建
総
連
関
係
】

北
海
道
連

青
森
県
連

岩
手
県
連

秋
田
建
労

山
形
県
連

全
建
総
連
福
島

茨
城
県
連

建
設
埼
玉

埼
玉
土
建

千
葉
県
連

千
葉
土
建

東
京
都
連

神
奈
川
県
連

山
梨
県
連

新
潟
ユ
ニ
オ
ン

長
野
県
連

岐
阜
建
労

静
岡
建
労

愛
知
建
築

全
建
愛
知

三
重
建
労

京
都
建
労

奈
良
建
築

ア
ー
キ
テ
ク
ト
ン
奈
良

和
歌
山
建
労

鳥
取
県
連

島
根
建
連

建
労
岡
山

広
島
建
労

徳
島
建
労

フ
レ
ッ
セ

香
川
建
労

愛
媛
建
労

高
知
建
労

福
岡
建
労

ゼ
ン
フ
ク

佐
賀
建
連

建
設
長
崎

熊
本
建
労

大
分
建
労

宮
崎
建
産
労

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ（
敬
称
略
）

カンナ削り体験

各支部から35人が参加

　

建
設
山
口
内
に
あ
る
三

団
体(

中
建
国
保
組
合
山

口
県
支
部
・
一
般
社
団
法

人
山
口
県
住
宅
建
設
協
会
・

山
口
県
建
設
職
業
訓
練
協

会)

の
総
会
を
５
月
24
日
、

建
設
山
口
本
部
会
館
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

中
建
国
保
組
合
で
は
、

特
定
健
診
・
一
般
健
診
の

受
診
者
数
（
受
診
率
）
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
補
助
事
業

等
の
取
組
に
つ
い
て
の
報

告
。
ま
た
、
山
口
県
独
自

の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

は
事
業
申
請
を
行
い
満
額

の
確
定
を
受
け
、
今
年
度

も
事
業
申
請
す
る
こ
と
等

の
事
業
計
画
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

住
宅
建
設
協
会
に
つ
い

て
は
、
建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
お
い
て
６
支
部

（
宇
部
、
小
野
田
、
吉
南
、

長
門
、
防
府
、
柳
井
）
が

木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
教

室
に
お
い
て
は
３
支
部（
小

野
田
、
長
門
、
防
府
）
が

取
組
を
行
っ
た
こ
と
等
を

報
告
。

　

建
設
職
業
訓
練
協
会
と

し
て
運
営
し
て
い
る
職
業

訓
練
校
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
５
人
の
訓
練
生
が
入

校
し
、
２
学
年
計
10
人
で

運
営
し
て
い
く
こ
と
な
ど

各
団
体
の
令
和
４
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

新
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
が
全
会
一
致
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

青年部
と
情
報
交
換
を
し
っ
か
り

行
い
、
未
加
入
の
青
年
層

へ
加
入
の
働
き
掛
け
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

建
設
山
口
の
担
い
手
と
し

て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

定
期
大
会
後
に
は
、
中

建
国
保
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
関
す
る
学
習
会
が
行

わ
れ
、
中
建
国
保
組
合
の

事
業
計
画
や
適
格
請
求
書

に
つ
い
て
の
説
明
を
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

組
合
が
運
営
す
る
山
口

建
設
高
等
職
業
訓
練
校（
木

造
建
築
科
）
で
は
、
令
和

４
年
度
の
入
校
式
を
４
月

26
日
建
設
山
口
本
部
会
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
支
部
の
協
力
に
よ
り

今
年
度
は
新
た
に
５
人
の

新
入
生
を
迎
え
、
１
年
生

５
人
、
２
年
生
５
人
、
計

10
人
で
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

入
校
式
の
後
に
は
指
導

員
会
議
も
実
施
。
２
年
間

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導

方
針
を
確
認
。

　

働
き
な
が
ら
訓
練
校
に

通
い
、
知
識
と
技
術
を
学

ぶ
こ
と
を
２
年
間
継
続
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
変
な

こ
と
で
す
。　

　

こ
れ
か
ら
訓
練
生
は
指

導
員
の
先
生
方
と
力
を
合

わ
せ
て
、
頑
張
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

前列中央５人が新訓練生

　

５
月
30
日
、
第
43
回
主

婦
の
会
総
会
が
8
支
部
21

人
の
参
加
の
も
と
、
3
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
会
長
あ
い
さ
つ
、

基
本
組
合
か
ら
吉
村
委
員

長
・
今
地
副
委
員
長
・
内

山
組
織
部
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
小
林
書
記
長
か
ら

情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
４
年
度

の
運
動
方
針
と
予
算
要
求

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

基
本
組
合
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
を
確

認
。
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を

学
習
し
、
未
加
入
者
へ
組

合
加
入
を
働
き
か
け
、
組

織
拡
大
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
留
任

と
な
っ
て
い
た
役
員
改
選

で
は
、
会
長
に
宇
部
支
部

の
長
谷
美
枝
子
さ
ん
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

主婦の会

青
年
層
へ
働
き
か
け
を

 
建
設
業
の
担
い
手
に

建
設
業
の
担
い
手
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
約約
２
４
０

２
４
０
人
の
高
校
生
が
参
加

人
の
高
校
生
が
参
加
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突
然
の
別
れ

命
の
大
切
を
痛
感

　

吉
南　

春
山　

公
一

（
土　

木
）

　

３
月
中
旬
の
こ
と
で
す

が
、
す
ご
く
愛
ら
し
い
飼

い
犬
が
膝
の
上
で
突
然
に

眠
る
よ
う
に
息
を
引
き

取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

突
然
死
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。
心
臓
病
で

し
ょ
う
ね
。
寂
し
く
て···

。

　

人
で
も
動
物
で
も
命
っ

て
大
切
だ
と
痛
感
し
て
い

ま
す
。

健
康
で
い
る
こ
と
に
感
謝

75
歳
ま
で
頑
張
ろ
う

下
関　

笠
田　

泰
之

（
大　

工
）

　

５
年
前
に
「
70
歳
ま
で

頑
張
ろ
う
」と
決
め
、あ
っ

と
い
う
間
に
70
歳
に
。

　

健
康
で
い
る
こ
と
に
感

謝
し
、「
75
歳
ま
で
頑
張

ろ
う
」
と
目
標
を
決
め
ま

し
た
。

新
学
期
が
始
ま
り

孫
の
成
長
を
感
じ

山
口　

土
井　

美
和
子

（
パ
ー
ト
）

　

４
月
か
ら
新
学
期
が
始

ま
り
、
ま
た
孫
の
成
長
を

感
じ
て
い
る
毎
日
で
す
。

も
う
す
ぐ
、
身
長
も
私
よ

り
高
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

釣
り
が
楽
し
み

今
は
ア
ジ
が
旬

柳
井　

礒
辺　

宏

（
大　

工
）

　

毎
週
、
釣
り
に
行
く
の

が
楽
し
み
で
す
。

　

今
は
旬
の
ア
ジ
が
釣
れ

て
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
に
し
て

い
ま
す
。

多
く
の
仲
間
を
組
合
へ

木建技能講習

重症度 症　状 対　応

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

・めまい、立ちくらみがある
・筋肉のこむら返りがある（痛い）
・汗が拭いても拭いても出てくる

・頭ががんがんする（頭痛）
・吐き気がする、吐く
・体がだるい（倦怠感・虚脱感）

・意識が無い
・体がひきつける（痙攣）
・呼びかけに対し返事がおかしい
・真っすぐに歩けない、走れない
・高い体温である

冷所に移し、安静にして体を冷やしましょう
水分・塩分を補給しましょう

Ⅰ度、Ⅱ度の対応をしながら、すぐに救急車で
病院に運びましょう

Ⅰ度の対応に加え、必ず誰かが付き添うように
しましょう
症状が改善しなければすぐに病院へ運びましょう

熱中症
STOP！

　令和３年の熱中症による
死傷者は、前年より減少し
５４７人、うち死亡者は 20
人となっています。その中
でも、建設業が 11 人ともっ
ともに多い業種となってい
ます。
　熱中症とは高温・高熱の
場所で長時間過ごし、さら
に作業や運動が加わると、

身体は皮下血管の拡張や発
汗で機能を維持しようとし
ますが、限度を超えると体
内の塩分喪失の症状だけで
なく、ときに生命の危険を
伴う障害を招きます。
　熱中症の症状が表れた
ら、すぐに医師などへ連絡
し、 適 切 な 指 示 を 受 け ま
しょう。

　換気の悪い屋内空間において、複数人で作業を行う場合にはマスク等を着用する
必要がありますが、単独作業の場合や屋外で他の作業員と十分な距離（4 ｍ以上）
が確保できる場合などでは、熱中症予防の観点からマスク等を外した方が良い場合
も考えられます。

～ 建設現場におけるマスク等の使い方 ～

現
場
で
マ
ス
ク
着
用

熱
中
症
も
心
配

光　

井
口　

敏
夫

（
保
湿
工
）

　

コ
ロ
ナ
で
現
場
で
も
マ

ス
ク
を
着
用
。
こ
れ
か
ら

暑
く
な
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
は
熱
中
症
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
り
、
ま
す

ま
す
大
変
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
早
く
収
ま
っ

て
欲
し
い
で
す
。

び
わ
の
実
が
豊
作

知
人
に
お
裾
分
け

下
松　

若
狭　

千
賀
子

（
主　

婦
）

　

び
わ
の
実
が
豊
作
で
、

知
人
に
お
裾
分
け
し
て
い

ま
す
。

　

木
が
高
い
の
で
収
穫
す

る
の
が
大
変
で
す
。
上
の

方
は
カ
ラ
ス
に
お
裾
分
け

で
す
。

　

冷
た
く
し
て
食
べ
る
と

美
味
し
い
で
す
ね
。

岩国会場の様子
　

令
和
４
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、
全

て
の
組
合
員
と
20
歳
以
上
の

家
族
被
保
険
者
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
に
よ
っ
て
、
特
定
健

診
と
一
般
健
診
に
分
か
れ
ま

す
が
、
健
診
内
容
は
同
じ
で

す
。
健
診
内
容
は
、
①
基
本

健
診
②
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
③
が
ん
検
診
を
セ
ッ

ト
に
し
て
１
万
１
０
０
０
円

ま
で
中
建
国
保
で
費
用
負
担

し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
建
国
保
山
口

県
支
部
は
山
口
県
と
特
定

健
診
へ
の
補
助
制
度
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
１
月
末
ま
で
の
実
績

（
受
診
者
数
）
に
応
じ
て

県
か
ら
補
助
が
出
る
も
の

で
す
。
こ
の
制
度
を
活
用

す
る
た
め
に
も
早
め
の
受

診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

未
受
診
者
に
対
す
る
受

診
勧
奨
は
、
県
下
全
出
張

所
の
日
程
を
案
内
し
て
い

ま
す
。
こ
の
案
内
は
、
希

望
さ
れ
る
受
診
会
場
の
日

程
が
合
わ
な
い
場
合
に
、

受
診
会
場
の
選
択
肢
を
増

や
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

健
診
を
受
け
て
も
、
元

請
等
が
費
用
負
担
（
個
人

負
担
な
し
）
の
場
合
は
、

中
建
国
保
か
ら
の
補
助
金

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
健

診
結
果
を
持
参
さ
れ
た
場

合
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
を
差

し
上
げ
る
取
り
組
み
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
実
施
率

は
、
健
康
診
査
67
％
、
保

健
指
導
22
％
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

健
診
は
自
分
・
そ
し
て

家
族
の
た
め
で
す
。
年
１

　

組
合
で
は
、
木
造
建
築

物
の
組
立
て
等
作
業
主
任

者
技
能
講
習
を
開
催
し
ま

す
。

　

軒
高
５
ｍ
以
上
の
木
造

建
築
物
の
構
造
部
材
の
組

立
て
又
は
こ
れ
に
伴
う
屋

根
下
地
若
し
く
は
外
壁
下

地
の
取
付
作
業
に
つ
い
て

は
、
木
建
の
作
業
主
任
者

を
選
任
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
仕
事
上
、
こ
の
資

格
が
必
要
な
方
は
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　
　

 

27
日
（
火
）

　

両
日
と
も
８
時
50
分
か

ら
17
時

【
場
所
】
山
口
市
「
建
設

山
口
本
部
会
館
」

【
〆
切
】
９
月
12
日
（
月
）

【
受
講
料
】
５
０
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

　

１
３
０
０
円
（
建
設
山

口
組
合
員
は
５
０
０
円
に

な
り
ま
す
）。

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
所
属
の
支
部
ま
た
は

本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

回
の
体
の
総
点
検
と
い
う

意
味
で
も
受
診
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
令
和
４
年
６
月
末
現

在
、
１
万
２
４
２
２
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

組
合
の
今
年
度
の
目
標

は
「
１
万
３
０
０
０
人
組

織
を
目
指
す
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。

　

現
場
等
で
様
々
な
職
種

の
建
設
業
で
働
く
方
に
会

わ
れ
た
と
き
、「
建
設
山

口
（
組
合
）
に
入
っ
て
い

ま
す
か
」
と
声
を
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

方
が
、
組
合
に
入
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
、

組
合
へ
の
加
入
を
勧
め
て

く
だ
さ
い
。

　

組
合
の
魅
力
や
メ
リ
ッ

ト
（
中
建
国
保･

労
働
保

険
・
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
組
織
拡
大

に
向
け
た
御
協
力
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

9月に組合で開催

支部 令和 4 年 6 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 72 4
岩国 1,818 2
宇部 1,668 -1
小野田 568 -12
吉南 1,056 -4
下松 1,493 28
熊毛南 235 -9
下関 1,100 -23
徳山 753 -18
豊浦 204 5
長門 181 -1
萩 186 -2
光 259 -2
防府 985 -21
美祢 167 -2
山口 1,226 -6
柳井 451 2

計 12,422人 -60

年
１
回

年
１
回  

体
の
総
点
検

体
の
総
点
検
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下松　松田　弦
（建築管理・35）

奇
人
・
変
人
・
僕
、
35
歳

　「どうにでもしてやるさ。」そん
なことを思いながら生きてきた35年
間。
　僕は山口県下松市で建設会社を営む35
歳。妻と子供4人と暮らしている。
　22歳で創業し13年。法人化してもうかれこれ8年
目。いまだに〝夢の中”にいる。自営業者ならきっ
とわかるだろう。
　「いつかきっと大きな会社を作り、社会にも認め

られる存在になる。」
　壮大な夢を抱いてい
た。「普通のやり方で
はダメだ」そう信じ手
探りながら色々なもの
を取り入れてやってき
た。しかし、人間は脆

く儚い。
　株式会社にして2年経つと次第に意識

は薄れ、傲慢、怠慢、そして堕落。悪戯
に会社の売り上げは大きくなり、制御すらも

出来なくなるほどになった。
　「もうどうにもならない···。」そんな最中、母が
亡くなった。癌だった。母は亡くなる直前まで病
気を隠していた。ある朝、母は病院のベッドの上
で安らかな表情をしていた。その時、僕の中で何
かが吹っ切れた。
　幼少期に感じていた両親への違和感。父も母も
子供に職業を語らなかった。最後まで自分の意思
や思想を貫き亡くなった。
　“奇人・変人”の子供は35歳。あなたの死から学ん
だことがある。
　「人生、どうにでもしてやるさ。」

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
長
所
の
こ
と
。
誰
に
で

も
あ
り
ま
す
。

⑤
手
紙
な
ど
を
書
く
と
き

に
使
い
ま
す
。

⑥
大
学
な
ど
の
同
好
会
。

○
○
○
○
活
動
。

⑦
さ
す
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

○
○
の
功
だ
ね
。

⑧
半
袖
・
海
・
休
み
と
い

え
ば
季
節
は
？

⑨
チ
キ
ン
は
鳥
。
ト
ン
は

○
○
。

⑩
人
間
や
農
作
物
な
ど
に

悪
い
影
響
を
も
た
ら
す

虫
。
○
○
虫
。

⑪
悪
い
こ
と
を
す
る
仲
間
。

彼
ら
は
○
○
だ
。

⑬
あ
い
つ
と
は
同
じ
○
○

の
飯
を
食
べ
た
仲
だ
。

⑮
せ
ん
こ
う
・
ロ
ケ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
き
れ
い
で
す
。

⑰
目
の
悪
い
人
が
か
け
ま
す
。

⑱
昼
食
。
日
替
わ
り

〇
〇
〇
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

②
表
で
も
裏
で
も
着
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
走
る
こ
と
を
英
語
で

〇
〇
ニ
ン
グ
。

④
髪
の
毛
を
切
る
。
○
○

○
○
屋
。

⑤
今
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
昔

の
名
前
は
何
？

⑥
実
家
に
帰
る
。○
○
帰
り
。

⑧
風
邪
を
ひ
い
た
ら
、
外

科
で
は
な
く
、
こ
ち
ら

を
受
診
し
ま
す
。

⑪
サ
ザ
エ
さ
ん
の
妹
。
○

○
○
ち
ゃ
ん
。

⑫
難
し
い
漢
字
に
は
こ
れ

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

⑭
多
方
面
に
才
能
を
発
揮
。

〇
〇
〇
な
才
能
。

⑮
飛
ぶ
と
き
に
広
げ
ま
す
。

翼
の
別
名
。

⑯
チ
ラ
シ
広
告
。
〇
〇
を

ま
く
。

　
　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
９
月
８
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
309
号
解
答
◇

　

シ
ン
ガ
ッ
キ

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
大

城
貞
夫
【
吉
南
】
秋
本
文

義
・
藤
井
博
之
・
米
倉
秀

章
【
下
松
】
藤
井
久
美
子

【
下
関
】
吉
元
隆
明
【
萩
】

高
橋
和
生
【
美
祢
】
中
村

雅
子
【
山
口
】
古
田
映
子

【
柳
井
】
石
田
貴
之

　
　
（
応
募
総
数
40
）

作・斉藤達夫

今年の夏は

し
か
も

突
然
の

「
通
信
障
害
」

ま
い
っ
ち
ゃ
う

便
利
さ
に

慣
れ
て
し
ま
う
と

弊
害
も

ま
た
大
き
い

お
ま
け
に

朝
刊
の
マ
ン
ガ
も

休
載
で

朝
の
楽
し
み
が・・・

今
年
の
夏
は

い
つ
も
と

ち
が
う

コ
ボ
ち
ゃ
ん

今
年
の

「
梅
雨
明
け
」は

記
録
的
に

早
か
っ
た
ね

も
は
や

「
異
常
気
象
」が

「
日
常
気
象
」に

な
っ
と
る

そ
の
う
え

「
コ
ロ
ナ
」と

「
熱
中
症
」の

合
症
も
ふ
え
て
る
し

「
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
」は

老
体
の
身
に
は

こ
た
え
る
の
う

A
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16
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4

14

　 　【
萩・宮
脇
光
義
（
電
工・

69
）】
今
回
紹
介
す
る
お
店

は
の
ど
か
な
景
色
の
中
、

ぽ
つ
ん
と
一
軒
あ
る
道
の

駅
「
う
り
坊
の

郷
ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｍ

ａ
ｔ
ａ
」。

　

名
前
の
由
来

は
、
う
り
坊
は

猪
の
子
の
こ
と

で
ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｍ

ａ
ｔ
ａ
は
地
区

のどかな景色のなかぽつんと一軒

美
味
い
空
気
で
の
ん
び
り
と
　

道
の
駅 

う
り
坊
の
郷

名
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

店
に
入
る
と
新
鮮
な
野

菜
、
猪
肉
、
む
つ
み
豚
他

と
い
ろ
い
ろ
な
食
材
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
む
つ
み

豚
を
使
用
し
た
肉
ま
ん
や

ト
マ
ト
で
作
っ
た
焼
き
肉

の
タ
レ
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が

人
気
だ
そ
う
で
す
。

お入りの支部にあります案内チラシに
必要事項を御記入のうえ、組合員カードといっしょにハーモニー
ランドチケット売場窓口に提示してください。5名様まで、上記特
別優待料金にてチケットをご購入いただけます。
詳しくはお入りの支部へお問い合わせください。

2022年7月16日 ～8月31日 まで（土） （水）

1,2003,300 2,100円
OFF

４人の子供と松田さん

　

で
も
な
ん
と
言
っ
て
も

一
番
人
気
は
地
元
で
栽
培

し
て
い
る
完
熟
し
た
桃
太

郎
ト
マ
ト
で
作
っ
た
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
。
甘
さ
控
え

め
で
ほ
ん
の
り
ト
マ
ト
の

香
り
、
コ
ー
ン
は
パ
リ
パ

リ
で
何
回
食
べ
て
も
喉
ご

し
さ
わ
や
か
で
お
い
し
い
。

　

店
の
外
で
は
椅
子
に
座

り
、
皆
手
に
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
持
っ
て
美
味
し

い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
の

ん
び
り
し
て
、
ま
る
で
コ

ロ
ナ
禍
の
こ
と
も
忘
れ
て

し
ま
い
そ
う
。

　

道
の
駅
う
り
坊
の
郷
ｋ

ａ
ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ａ
は
萩
と

津
和
野
の
中
間
ぐ
ら
い
に

あ
り
、
萩
市
か
ら
山
沿
い

を
通
り
約
40
分
ぐ
ら
い
の

場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
帰
り
は

海
沿
い
を
通
り
、
道
の
駅

た
ま
が
わ
・
奈
古
・
萩
し
ー

ま
ー
と
と
寄
り
道
を
し
て

我
が
家
へ
。

１番人気のソフトクリーム


